
■凹部接着剤塗布 ■凸部接着剤塗布 ■貼り合わせ
正しい施工例

■凹部接着剤塗布 ■凸部接着剤塗布 ■貼り合わせ

悪い施工例

・凹部下側に均一に接着剤を塗布

【接着剤塗布の方法】

トーヨーキッチン＆リビング（株）

※悪い施工例のように接着剤塗布に不良があると、高温多湿時にふくれの原因になりますので、正
　しい施工例のように均一に接着剤塗布を行ってください。

【サッシまわり、壁まわりの納まり】

・サッシまわりを施工する際は、釘やネジをご使用にな
　らないでください。やむを得ずご使用になる場合は、
　必ず「釘、ネジの径＋ 8mm以上」のルーズ穴をあけ
　てください。

・ソフト巾木を使用して施工する場合は、床材から壁下
　地材まで必ず 8mm以上のクリアランスをとってくだ
　さい。

床材施工上のご注意

■サッシまわり ■壁まわり（ソフト巾木の場合）

・凸部上側に均一に接着剤を塗布 ・貼り合わせ後、床材表面に均一に
　接着剤がはみ出る

・凹部下側に途切れ途切れに接着剤
　を塗布

・凸部上側に途切れ途切れに接着剤
　を塗布

・貼り合わせ後、床材表面に均一に
　接着剤がはみ出ていない
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壁下地材
床材

ソフト巾木
壁パネル

t=2.2
アンダーマット

クリアランス８mm以上 差し込み７mm

t=2.2
アンダーマット

クリアランス８～１０mm かぶせ７mm

床材


